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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低減された示差的光褪色と低減された粒状度をもたらすインクセットであって、
　高色度且つ低耐光性の少なくとも１つの顔料を含んで成る少なくとも１つの濃色インク
ジェットインクと、
　高耐光性且つ低色度の少なくとも１つの顔料を含んで成る少なくとも１つの淡色インク
ジェットインクと、
　を含み、前記少なくとも１つの濃色インクジェットインク中の前記少なくとも１つの顔
料が、前記少なくとも１つの淡色インクジェットインク中の前記少なくとも１つの顔料と
、結晶形態、及び発色団のうちの１つにおいて異なる、インクセット。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの淡色インクジェットインク中の前記少なくとも１つの顔料の耐光
性値が、前記少なくとも１つの濃色インクジェットインク中の前記少なくとも１つの顔料
の耐光性値より、ブルーウールスケールにおいて１単位大きい、請求項１に記載のインク
セット。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの濃色インクジェットインク中の前記少なくとも１つの顔料と、前
記少なくとも１つの淡色インクジェットインク中の前記少なくとも１つの顔料とが、アン
トラキノン、フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン、ジスアゾ、モノアゾ、ピ
ラントロン、ペリレン、ペリノン、カルバゾール、ジアリーリド、ヘテロ環イエロー、ビ



(2) JP 4776326 B2 2011.9.21

10

20

30

40

50

スアセトアセタリーリド（ｂｉｓａｃｅｔｏａｃｅｔａｒｙｌｉｄｅ）、ベンズイミダゾ
ロン、ジオキサジン、ジピロロピロール、ジケトピロロピロール、ナフトール、キナクリ
ドン、キノフタロン、イソインドリノン、インダントロン、（チオ）インジゴイド、金属
錯体、ニトロ顔料、及びニトロソ発色団から成る群から個々独立して選択される発色団を
有する、請求項１に記載のインクセット。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの濃色インクジェットインクが、濃色シアンインクジェットインク
、濃色イエローインクジェットインク、及び濃色マゼンタインクジェットインクのうちの
少なくとも１つを含み、そして、前記少なくとも１つの淡色インクジェットインクが、淡
色シアンインクジェットインク、淡色イエローインクジェットインク、及び淡色マゼンタ
インクジェットインクのうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載のインクセット。
【請求項５】
　印刷画像の示差的光褪色及び粒状度を低減させる方法であって、
　請求項１に記載の少なくとも１つの濃色インクジェットインクを印刷媒体に適用するス
テップと、
　請求項１に記載の少なくとも１つの淡色インクジェットインクを前記印刷媒体に適用す
るステップと、
　を包含する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット印刷に関し、より詳細には、印刷画像の印刷品質を改善する
ための顔料系インクセットに関する。
（関連出願に関する相互参照）
　本願は、２００４年１０月８日付けの米国仮特許出願第６０／６１７，３９７号の利益
を要求するものである。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット印刷システムの利用は、近年、劇的に進展した。その進展は、徹底的な
コスト削減と相俟って、印刷分解能並びに総合的な印刷品質が実質的に改善したことによ
るものと考えてよい。それらの最近の成功にもかかわらず、インクジェット印刷の品質改
善に関する研究開発がなお継続されている。一般に、インクジェット印刷の品質は、依然
として、写真及びオフセット又はグラビアのような、より費用の掛かる技術で作られたも
のには達していない。インクジェット画像形成（例えば、絵の描写）への関心が高まるに
つれて、妥当なコストで写真品質に近い印刷画像を生成したいという要望も生じている。
課題は、インクジェット印刷画像（特に、皮膚の色調を含む画像）の画像品質並びに耐光
性を、それらのコストを上げることなくさらに改善することにある。
【０００３】
　カラーインクプリンタは、典型的に、４色のインクジェットインク、即ちシアン、イエ
ロー、マゼンタ、及びブラックを用いる。所望の色又は色相をもたらすべく、各インクジ
ェットインクは、インクビヒクル中に分散又は溶解している顔料及び／又は染料のような
着色剤を含有する。感知される色は、典型的に、当分野で周知のＣｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｅ　ｄｅ　ｌ’Ｅｃｌａｉｒａｇｅ（「ＣＩＥＬＡＢ」）又
はＭｕｎｓｅｌｌのような幾つかの色空間を用いて表される。例えば、Ｍｕｎｓｅｌｌ色
空間では、特定の色を、３つの用語、即ち、色相、明度、及び彩度を用いて定義する。Ｃ
ＩＥＬＡＢ色空間では、特定の色を、３つの用語、即ち、Ｌ＊、ａ＊、及びｂ＊を用いて
定義する。Ｌ＊は、特定の色の明度を定義するものであり、典型的なＬ＊値は０（ブラッ
ク）～１００（ホワイト）の範囲にある。さらに、用語ａ＊及びｂ＊は、共に、特定の色
の色相と彩度を定義するものである。彩度（Ｃ＊）は、式　Ｃ＊＝〔（ａ＊）２　＋（ｂ
＊）２〕１／２と定義される。用語ａ＊は、負の数（グリーン）～正の数（レッド）の範
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囲にある。用語ｂ＊は、負の数（ブルー）～正の数（イエロー）の範囲にある。
【０００４】
　本明細書で用いるとき、用語「耐光性」は、光に露出後、その色度及び／又は光学濃度
を維持するインクジェットインクの能力を指す。耐光性は、典型的に、劣化に至るまでの
年数のような、劣化までの時間量によって評価される。劣化は、光学濃度の損失が特定の
パーセントとなった後に起こる。典型的に、高い色度の顔料は、低い耐光性を呈する。換
言すれば、顔料の色度と耐光性との間には、一般に、釣合が存在する。
【０００５】
　写真品質の印刷画像を作り出す際に重要な他の特性は、粒状性（グレン）である。本明
細書で用いるとき、用語「粒状性」は、観察者にとってインクジェットインクのドットが
どのように見えるかを指す。大きく、濃いインクジェットインク液滴を用いる場合、ドッ
トは目によく見え、従って、画像品質を劣化させる。粒状性を減ずる１つの解法は、ほと
んど目に見えない液滴を生ずるよう比較的低いインク滴重量を用いることである。しかし
ながら、この技術は、比較的小さいオリフィス孔と抵抗体とを利用するため、より困難で
、より費用のかかる製造プロセスに帰着する。加えて、比較的小さい孔に起因して、信頼
性が低下する。
【０００６】
　粒状性を減ずる他の解法は、普通色又は濃色のインクジェットインクと組合せて、淡色
マゼンタ又は淡色シアンのような「淡色」インクジェットインクを使用することである。
淡色インクジェットインクは、典型的に、濃色インクジェットインクの５～５０％の範囲
の着色剤含量を有する。この技術によって、比較的大きく、着色剤含量の低いインクジェ
ットインク滴の使用が可能となる。淡色インクジェットインクの液滴は、その中に存在す
る着色剤が比較的少ないため、目に見えにくい。しかしながら、この解法の１つの欠点は
、淡色インクジェットインクは、印刷媒体上で濃色インクジェットインクより速く褪色す
るということである。この褪色は、しばしば、人体の皮膚の色調におけるような、特定の
領域で生ずる（示差的褪色）。褪色問題を克服するために、印刷画像に保護用のオーバー
ラミネートを適用することもできる。しかしながら、オーバーラミネートの適用は、低コ
ストのプリンタにとっては、経済的に実現し得る選択肢ではなく、従って、これらのプリ
ンタ出力の性能は、粒状性、示差的光褪色、又はそれらの組合せによって制限される。あ
るいはまた、褪色を減ずるために、印刷画像の粒状性又はピクシレーション（ｐｉｘｉｌ
ａｔｉｏｎ）を増大させることもできる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　写真品質の画像に対する要求が増え続けているため、粒状性を低減させると共に、高色
度且つ高耐光性の印刷画像をもたらすインクジェットインクを開発することが望まれてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、低減された示差的光褪色及び粒状性をもたらすインクセットに関する。当該
インクセットは、少なくとも１つの淡色インクジェットインクと少なくとも１つの濃色イ
ンクジェットインクを含んで成る。濃色インクジェットインクは、高色度且つ低耐光性の
少なくとも１つの顔料を含み、そして淡色インクジェットインクは、高耐光性且つ低色度
の少なくとも１つの顔料を含む。濃色インクジェットインクに使われる顔料は、結晶形態
、粒径、発色団、及び化学的分散剤のうちの少なくとも１つにおいて、淡色インクジェッ
トインク中の顔料とは異なる。
【０００９】
　本発明はまた、印刷画像の示差的光褪色及び粒状性を低減する方法にも関連する。当該
方法は、印刷媒体に少なくとも１つの濃色インクジェットインクを適用し且つ印刷媒体に
少なくとも１つの淡色インクジェットインクを適用するステップを含む。濃色インクジェ
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ットインクは、高色度且つ低耐光性の少なくとも１つの顔料を含み、そして淡色インクジ
ェットインクは、高耐光性且つ低色度の少なくとも１つの顔料を含む。濃色インクジェッ
トインク中の顔料は、結晶形態、粒径、発色団、及び化学的分散剤のうちの少なくとも１
つにおいて、淡色インクジェットインク中の顔料とは異質である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、粒状性を低減させると共に、高色度且つ高耐光性の印刷画像をもたら
すインクジェットインクを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　濃色インクジェットインクと淡色インクジェットインクを含むインクセットを開示する
。本明細書で用いるとき、用語「濃色インクジェットインク」とは、着色剤含量の高いイ
ンクジェットインクを指し、そして用語「淡色インクジェットインク」とは、着色剤含量
の低いインクジェットインクを指す。濃色インクジェットインクは、濃色インクジェット
インク全重量の約１ｗｔ％～約１０ｗｔ％に及ぶ着色剤含量を有する。淡色インクジェッ
トインクの着色剤含量は、濃色インクジェットインクの着色剤含量の約５％～約５０％で
ある。しかしながら、（モノクロームの４インクブラックセットのような）同一色の少な
くとも２つのインクジェットインクを用いる場合には、淡色インクジェットインクの着色
剤含量を比較的高くすることができる。例えば、濃色インクジェットインクの着色剤含量
を約４％とし、淡色インクジェットインクの着色剤含量を約２．５％、１．０％、及び０
．３％とすることができる。当該インクセットによって、示差的光褪色及び粒状性の低減
がもたらされる。
【００１２】
　濃色インクジェットインクは、淡色インクジェットインク中の顔料と較べてより色彩の
強烈な少なくとも１つの顔料を含むことができる。濃色インクジェットインク中の顔料は
また、淡色インクジェットインク中の顔料に較べて低い耐光性を有することができる。従
って、当該顔料は、高い色度と低い耐光性を濃色インクジェットインクにもたらすことが
できる。逆に、淡色インクジェットインクは、濃色インクジェットインク中の顔料の彩度
にくらべて低い彩度を有する少なくとも１つの顔料を含むことができる。淡色インクジェ
ットインク中の顔料はまた、濃色インクジェットインク中の顔料の耐光性より高い耐光性
を有し得る。従って、当該顔料は、高い耐光性と低減された色度を淡色インクジェットイ
ンクにもたらすことができる。類似色の濃色及び淡色インクジェットインク中の顔料は、
約５単位より大きい測定色度差（Ｃ＊）を有することができる。濃色及び淡色インクジェ
ットインク中の顔料はまた、後述するように、ブルーウールスケールにおいて測定する際
に、異なる耐光性値を有する。
【００１３】
　当該インクセットは、シアン（Ｃ）、イエロー（Ｙ）、又はマゼンタ（Ｍ）の濃色イン
クジェットインクの少なくとも１つと、シアン（ｃ）、イエロー（ｙ）、又はマゼンタ（
ｍ）の淡色インクジェットインクの少なくとも１つとを含むことができる。本明細書で用
いるとき、大文字（Ｃ、Ｙ、Ｍなど）は濃色インクジェットインクを指し、小文字（ｃ、
ｙ、ｍなど）は淡色インクジェットインクを指す。濃色ブラック（Ｋ）や淡色ブラック（
グレー）（ｋ）のインクジェットインクもまた、任意に、当該インクセットに存在させる
ことができる。当該インクセットは、Ｈｅｗｌｅｔｔ－Ｐａｃｋａｒｄ　Ｃｏ．（米国カ
リフォルニア州パロアルト）製の、ＨＰ　ＤｅｓｋＪｅｔ（登録商標）プリンタのような
、在来の６色プリンタにおいて用いることができる。６色プリンタは、ブラック（Ｋ）、
シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、淡色シアン（ｃ）、及び淡色マゼンタ
（ｍ）のインクジェットインクを含むことができる。淡色ブラック（グレー）（ｋ）及び
淡色イエロー（ｙ）のインクジェットインクもまた、８色プリンタにおけるように、用い
ることができる。濃色及び淡色インクジェットインクの各々に用いられる別個のインク容
器を備えるインクカートリッジを用いて、濃色及び淡色インクジェットインクを格納する
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ことができる。あるいはまた、別個のインクカートリッジを用いて、濃色及び淡色インク
ジェットインクを格納することもできる。
【００１４】
　ほぼ写真品質に近い印刷画像を生成するために、濃色インクジェットインクと淡色イン
クジェットインクを印刷媒体に適用することができる。異質の顔料を利用することにより
、濃色インクジェットインクは、印刷画像に明るい鮮明な色を与え、一方、当該インクセ
ットの淡色インクジェットインクは、改善された耐光性を実現することができる。それ故
、普通の又は劣等な耐光性を有する強い色彩の顔料を濃色インクジェットインクに用いる
場合であっても、耐光性の点でより堅牢な、異質の顔料を淡色インクジェットインクに用
いることができる。一般に、淡色インクジェットインクに使用される顔料は、淡色又は低
Ｌ＊の領域において十分な彩度を与えることができ、それによって、例えば、インクジェ
ットカラー印刷の際の皮膚の色調において生ずる示差的光褪色問題が解決される。
【００１５】
　所望の色彩と耐光性特性を達成するために、濃色インクジェットインクと淡色インクジ
ェットインクは、異質の、即ち異なる顔料を含むことができる。異質の顔料を利用するこ
とで、印刷画像の低密度領域－高色密度領域間で典型的に観察される示差的光褪色が低減
される。得られる印刷画像はまた、低い粒状性を示すことができる。顔料の色彩及び耐光
性特性は、顔料の結晶形態、粒径、又は発色団によって変化することが知られている。加
えて、本明細書において化学分散剤として引用されている、インクジェットインク中に顔
料を分散させる手段、方法もまた、色彩及び耐光性特性に影響することがある。濃色及び
淡色インクジェットインクに所望の色彩及び耐光性特性を付与するために、顔料の結晶形
態、粒径、発色団、又は化学分散剤のうちの少なくとも１つにおいて、濃色インクジェッ
トインク中の顔料と、淡色インクジェットインク中の顔料とを異質のものとすることがで
きる。
【００１６】
　例えば、濃色及び淡色インクジェットインクの各々に使用される顔料は、異なる発色団
を有し得る。この場合、各顔料の結晶形態、粒径、又は化学分散剤は、同じでも、異なっ
ていてもよい。あるいはまた、濃色及び淡色インクジェットインクの各顔料は、異なる粒
径を有することができる。この場合、各顔料の結晶形態、発色団、又は化学分散剤は、同
じでも、異なっていてもよい。濃色及び淡色インクジェットインクの各顔料はまた、異な
る結晶形態を有することができる。この場合、各顔料の粒径、発色団、又は化学分散剤は
、同じでも、異なっていてもよい。従って、発色団、結晶形態、粒径、及び化学分散剤の
少なくとも１つが、濃色インクジェットインクに使用される顔料と淡色インクジェットイ
ンクに使用される顔料との間で異なっている限り、顔料の無数の組合せを濃色及び淡色イ
ンクジェットインクに用い得る。
【００１７】
　しかしながら、発色団、粒径、及び結晶形態とは別のその他の因子もまた、顔料の実際
の耐光性に影響し得る。これらの他の因子としては、インクジェットインクがその上に付
着する印刷媒体、印刷画像の保存条件、及び印刷画像画を載せるのに使用されるガラスの
種類が挙げられる。それ故、顔料のブルーウールスケール値は、特定の試験条件下におけ
る特定の顔料に関して得られた公表値から外れる場合がある。例えば、顔料の粒径を減ず
ると、一般に耐光性が低下し、それによって、より低いブルーウールスケール値に対応す
るであろう。しかしながら、粒径を関数とする耐光性の低下の程度は、発色団に依存し、
それ故、色固有であり顔料固有である。ある種の顔料の耐光性は、粒径を減少させるにつ
れて直線的に低下するが、他の顔料の耐光性は、一定の臨界粒径以下で急速に低下する。
【００１８】
　淡色インクジェットインクに使用される顔料は、有機顔料、白色無機顔料、有色無機顔
料、カーボンブラック、又はそれらの混合物とし得る。濃色インクジェットインクに使用
される顔料は、有機顔料、カーボンブラック、又はそれらの混合物とし得る。濃色又は淡
色インクジェットインク中の顔料は、ブラック顔料であるか又はブルー、ブラック、ブラ
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ウン、シアン、グリーン、ホワイト、バイオレット、オレンジ、マゼンタ、レッド、又は
イエロー顔料のような、有色顔料とし得る。さらに、有色顔料の混合物又はブラックと有
色顔料との混合物も用いることができる。耐光性及び色彩特性は、濃色及び淡色インクジ
ェットインクに使用される顔料の相対的割合、即ち比の関数であるため、印刷画像は、顔
料混合物を利用することによって中間の耐光性及び色彩特性を有することができる。
【００１９】
　濃色インクジェットインク又は淡色インクジェットインクに用い得る有機顔料としては
、限定はしないが、アントラキノン、フタロシアニンブルー、フタロシアニングリーン、
ジスアゾ、モノアゾ、ピラントロン、ペリレン、ペリノン、カルバゾール、ジアリーリド
、ヘテロ環イエロー、ベンズイミダゾロン、ビスアセトアセタリド、ジオキサジン、ジピ
ロロピロール、ジケトピロロピロール、ナフトール、キナクリドン、キノフタロン、イソ
インドリノン、インダントロン、（チオ）インジゴイド、金属錯体、ニトロ顔料、及びニ
トロソ顔料が挙げられる。一実施形態において、濃色インクジェットインク又は淡色イン
クジェットインクに使用される顔料は、有機顔料である。
【００２０】
　使用し得る有機顔料の具体例を、本明細書では、当分野で既知のＣｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄ
ｅｘ（“ＣＩ”）命名法で記載する。フタロシアニンブルーの例には、Ｐｉｇｍｅｎｔ　
Ｂｌｕｅ　１５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ
　１５：４などの銅フタロシアニンブルー及びその誘導体が含まれる。キナクリドンの例
としては、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　４８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｏｒａｎｇｅ　４９
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９２、Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｒｅｄ　２０２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０６、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０７
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９及びＰｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　４２が挙げられる。ジスアゾの例としては、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｄ　２４２及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８が挙げられる。モノアゾの例に
は、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　３、Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　６５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７３、及びＰｉｇｍｅｎ
ｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４が含まれる。アントラキノンの例としては、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｄ　４３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９４（Ｐｅｒｉｎｏｎｅ　Ｒｅｄ）、Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２１６（Ｂｒｏｍｉｎａｔｅｄ　Ｐ
ｙｒａｎｔｈｒｏｎｅ　Ｒｅｄ）及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２２６（Ｐｙｒａｎｔｈ
ｒｏｎｅ　Ｒｅｄ）が挙げられる。インダントロンの例には、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ
　６０が含まれる。ペリレンの例としては、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２３（Ｖｅｒｍ
ｉｌｌｉｏｎ）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１４９（Ｓｃａｒｌｅｔ）、Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｒｅｄ　１７９（Ｍａｒｏｏｎ）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９０（Ｒｅｄ）、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１８９（Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓｈａｄｅ　Ｒｅｄ）及びＰｉｇｍｅｎｔ
　Ｒｅｄ　２２４が挙げられる。チオインジゴイドの例としては、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　８６、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　８８、Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｒｅｄ　１８１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１９８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅ
ｔ　３６、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　３８が挙げられる。ナフトールの例には
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２が含まれる。ベンズイミダゾロンの例としては、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５１、Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１７５、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１３が挙げられ
る。ビスアセトアセタリドの例としては、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５が挙げ
られる。その他のヘテロ環イエローの例には、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２、Ｐ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１４、Ｐｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙ
ｅｌｌｏｗ　９４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１０９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ　１１０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ
　１３８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５４、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ
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　１７３が含まれる。金属錯体の例としては、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０及
びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５７が挙げられる。これらの顔料は、バスフ社（ＢＡＳＦ
　Ｃｏｒｐ．）（米国ニュージャージー州マウントオリーブ）、エンゲルハルド社（Ｅｎ
ｇｅｌｈａｒｄ　Ｃｏｒｐ．）（米国ニュージャージー州アイスリン（Ｉｓｅｌｉｎ））
、チバ社（ＣＩＢＡ　Ｃｏｒｐ．）（米国ニューヨーク州テリータウン）、クラリアント
社（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．）（米国ロードアイランド州コベントリー（Ｃｏｖｅ
ｎｔｒｙ））、又はサンケミカル社（Ｓｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．）（米国オ
ハイオ州シンシナティ）をはじめとする、多数の発売元から粉末又は圧縮固形物の何れか
の形態で市販されている。
【００２１】
　濃色インクジェットインク又は淡色インクジェットインクに使用される顔料は、チャネ
ルブラック、ファーネスブラック、又はランプブラックのような、カーボンブラック顔料
とし得る。カーボンブラックの例としては、キャボット社（Ｃａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎ）（米国マサチューセッツ州ボストン）から入手できる、Ｒｅｇａｌ（登録商標
）、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）、Ｅｌｆｔｅｘ（登録商標）、Ｍｏｎａｒｃ
ｈ（登録商標）、Ｍｏｇｕｌ（登録商標）、及びＶｕｌｃａｎ（登録商標）の商品名を付
して販売されているものが挙げられる。当該カーボンブラックには、限定はしないが、Ｂ
ｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）２０００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）
１４００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）１３００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ
（登録商標）１１００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）１０００、Ｂｌａｃｋ　
Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）９００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）８８０、Ｂｌ
ａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）８００、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）７０
０、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ（登録商標）Ｌ、Ｅｌｆｔｅｘ（登録商標）８、Ｍｏｎａ
ｒｃｈ（登録商標）１４００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ（
登録商標）１１００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）１０００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標
）９００、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）８８０、Ｍｏｎａｒｃｈ（登録商標）８００、Ｍ
ｏｎａｒｃｈ（登録商標）７００、Ｍｏｇｕｌ（登録商標）Ｌ、Ｒｅｇａｌ（登録商標）
３３０、Ｒｅｇａｌ（登録商標）４００、Ｖｕｌｃａｎ（登録商標）Ｐを含むことができ
る。その他のカーボンブラックとしては、限定はしないが、デグッサ社（Ｄｅｇｕｓｓａ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）（米国ニュージャージー州リッジフィールド）から入手でき
る、Ｐｒｉｎｔｅｘ　４０、Ｐｒｉｎｔｅｘ　８０、Ｐｒｉｎｔｅｘ　３００、Ｐｒｉｎ
ｔｅｘ　Ｌ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｖ、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　
４、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　５、ＦＷ１、ＦＷ２、ＦＷ１８、及びＦＷ２００；及
びコロンビアンケミカル社（Ｃｏｌｏｍｂｉａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ）（米国ジョージア州アトランタ）から入手できる、Ｒａｖｅｎ　７８０、Ｒａｖ
ｅｎ　８９０、Ｒａｖｅｎ　１０２０、Ｒａｖｅｎ　１０４０、Ｒａｖｅｎ　１２５５、
Ｒａｖｅｎ　１５００、Ｒａｖｅｎ　５０００、Ｒａｖｅｎ　５２５０が挙げられる。
【００２２】
　無機顔料としては、限定はしないが、酸化鉄、酸化チタン、酸化亜鉛、硫化亜鉛、クロ
ム酸亜鉛、酸化ジルコニウム、紺青、ウルトラマリンブルー、酸化クロム、ウルトラマリ
ン、コバルトブルー、コバルトバイオレット、二酸化ケイ素、酸化ニッケル、酸化アルミ
ニウム、鉄フェロシアン物（プルシアンブルー）、クロム酸鉛、鉛白、塩基性硫酸鉛、カ
ドミウムイエロー、クロムイエロー、硫酸バリウム、炭酸カルシウム、ケイ酸カルシウム
、及びマンガンバイオレットを挙げることができる。無機顔料は、印刷画像の少なくとも
一部を極めて低い彩度を有するように生成するのが望まれる場合に、淡色インクジェット
インクに用いることができる。一実施形態では、淡色インクジェットインクは、有機顔料
に加えて無機顔料を含む。
【００２３】
　蛍光顔料を濃色インクジェットインクに用いることができる。広範なカラーの蛍光顔料
は、Ｄａｙ－Ｇｌｏ（米国オハイオ州クリーブランド）、Ｋｒｅｍｅｒ　Ｐｉｇｍｅｎｔ
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ｓ（米国ニューヨーク州ニューヨーク）、及びＣｌｅｖｅｌａｎｄ　Ｐｉｇｍｅｎｔ　ａ
ｎｄ　Ｃｏｌｏｒ（米国オハイオ州アクロン）のような、様々な会社から入手できる。し
かしながら、蛍光顔料は、典型的に、耐光性が不十分であるため、比較的高い耐光性を有
するその他の顔料と組合せて用いることができる。
【００２４】
　前述のように、濃色又は淡色インクジェットインク中の顔料は、異質の結晶形態を有す
ることができる。多くのフタロシアニン及びキナクリドン顔料は、多数の、市販の、結晶
形態を有する。例えば、フタロシアニンブルー（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：４等）は、α、β、又はγの結晶形態で利用され、そ
してキナクリドン顔料（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅ
ｔ　１９等）は、β又はγの結晶形態で利用される。単に例を挙げると、濃色インクジェ
ットインク中の顔料には、γ型のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９を用いることがで
き、一方、淡色インクジェットインク中の顔料には、β型のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅ
ｔ　１９を用いることができる。
【００２５】
　あるいはまた、濃色及び淡色インクジェットインク中の顔料は、異質の粒径を有いてい
てもよい。粒径の小さい顔料は、典型的に、粒径の大きい顔料よりも色彩がより強く且つ
それほど不透明でない。それ故、濃色インクジェットインク中の顔料は、淡色インクジェ
ットインクに使用される顔料に較べてより小粒径とすることができる。色度及び耐光性に
及ぼす粒径の効果は、顔料中の発色団と顔料中の結晶性に左右される。イエロー顔料のう
ち、モノアゾイエロー顔料は、濃色及び淡色インクジェットインクに使用される顔料の間
で２０ｎｍという最小粒径差（ΔＤ５０）を有し得る。濃色インクジェットインクに使用
されるモノアゾイエロー顔料は、約６０ｎｍ以上の粒径を有し得る。よって、淡色インク
ジェットインクに使用されるモノアゾイエロー顔料は、約８０ｎｍ以上の粒径を有するこ
とができる。ジスアゾ又はベンズイミダゾロンイエロー顔料は、濃色及び淡色インクジェ
ットインクに使用される顔料の間で２０ｎｍという最小ΔＤ５０を有することができる。
濃色インクジェットインクに使用されるジスアゾ又はベンズイミダゾロンイエロー顔料は
、約２０ｎｍ以上の粒径を有し得る。従って、淡色インクジェットインクに使用されるジ
スアゾ又はベンズイミダゾロンイエロー顔料は、約４０ｎｍ以上の粒径を有することがで
きる。ビスアセトアセタリドイエロー顔料は、濃色及び淡色インクジェットインクに使用
される顔料の間で約４０ｎｍという最小ΔＤ５０を有することができる。濃色インクジェ
ットインクに使用されるビスアセトアセタリドイエロー顔料は、約５０ｎｍ以上の粒径を
有し得る。従って、淡色インクジェットインクに使用されるビスアセトアセタリドイエロ
ー顔料は、約９０ｎｍ以上の粒径を有することができる。金属錯体Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　１５０は、濃色及び淡色インクジェットインクに使用される顔料の間で５０ｎ
ｍという最小ΔＤ５０を有することができる。濃色インクジェットインクに使用される金
属錯体イエロー顔料は、約２０ｎｍ以上の粒径を有し得る。従って、淡色インクジェット
インクに使用される金属錯体イエロー顔料は、約７０ｎｍ以上の粒径を有することができ
る。上述の最小ΔＤ５０及び粒径の限界は、濃色及び淡色インクジェットインクが同じ発
色団を含む場合に適用される。しかしながら、これらの限界は、濃色及び淡色インクジェ
ットインクが異なる発色団を含む場合には適用することができない。
【００２６】
　単に例を挙げると、濃色イエローインクジェットインクは、約６０ｎｍより小さい粒径
を有するイエロー顔料を含み、淡色イエローインクジェットインクは約８０ｎｍより大き
い粒径を有するイエロー顔料を含むことができる。濃色及び淡色インクジェットインク各
々におけるイエロー顔料は、同じ又は異なる発色団、結晶形態、又は化学分散剤を有する
ことができる。１つの詳細な実施形態では、約６０ｎｍの粒径を有するジスアゾＰｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８を濃色インクジェットインクに用いることができ、そして
約８０ｎｍの粒径を有するジスアゾＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８を淡色インク
ジェットインクに用いることができる。別の実施形態では、濃色イエローインクジェット
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インクは、約６０ｎｍより大きい粒径を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４を含
むことができる。淡色インクジェットインクは、それぞれ、約４０ｎｍより大きい粒径を
有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８、約９０ｎｍより大きい粒径を有するＰｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５、又は約４０ｎｍより大きい粒径を有するＰｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１３、又はそれらの混合物を含むことができる。
【００２７】
　マゼンタ、レッド、及びバイオレット顔料のうち、キナクリドン顔料は、濃色及び淡色
インクジェットインクに使用される顔料の間で２０ｎｍという最小ΔＤ５０を有すること
ができる。濃色インクジェットインクに使用されるキナクリドン顔料は、約１５ｎｍ以上
の粒径を有し得、そして淡色インクジェットインクに使用されるキナクリドン顔料は、約
３５ｎｍ以上の粒径を有することができる。ジケトピロロピロール顔料は、濃色及び淡色
インクジェットインクに使用される顔料の間で３０ｎｍという最小ΔＤ５０を有すること
ができる。濃色インクジェットインク中のジケトピロロピロール顔料は、濃色インクジェ
ットインクにおいて約５０ｎｍ以上の粒径を有し、淡色インクジェットインクにおいて約
８０ｎｍ以上の粒径を有することができる。フタロシアニン顔料及びインダントロン顔料
のような、高性能のシアン顔料に関しては、濃色及び淡色インクジェットインクに使用さ
れる顔料の間の最小ΔＤ５０は、２０ｎｍである。濃色インクジェットインクに使用され
るシアン顔料は約２０ｎｍ以上の粒径を有し、淡色インクジェットインクにおいて約４０
ｎｍ以上の粒径を有することができる。
【００２８】
　濃色及び淡色インクジェットインクの各々におけるマゼンタ、レッド、又はバイオレッ
ト顔料は、同じか又は異なる発色団、結晶形態、又は化学分散剤を有することができる。
濃色マゼンタインクジェットインクは、キナクリドン発色団と約５０ｎｍ未満の粒径とを
有する顔料を含むことができ、そして淡色マゼンタインクジェットインクは、キナクリド
ン発色団と約７０ｎｍより大きい粒径とを有する顔料を含むことができる。例えば、キナ
クリドン発色団と約２５ｎｍの粒径とを有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２を濃色イ
ンクジェットインクに用い、そしてキナクリドン発色団と約６０ｎｍの粒径とを有するＰ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２を淡色インクジェットインクに使用することができる。あ
るいはまた、約５０ｎｍの粒径を有するジケトピロロピロールＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　
２５４を濃色インクジェットインクに用い、そして約１００ｎｍの粒径を有するジケトピ
ロロピロールＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５４を淡色インクジェットインクに使用するこ
とができる。
【００２９】
　シアン顔料に関しては、銅フタロシアニン発色団と約５０ｎｍ未満の粒径とを有するシ
アン顔料を濃色インクジェットインクに用い、銅フタロシアニン発色団と約６０ｎｍ以上
の粒径とを有するシアン顔料を淡色インクジェットインクに用いることができる。あるい
はまた、濃色シアンインクジェットインクは、銅フタロシアニン発色団と約５０ｎｍ未満
の粒径とを有する顔料を含み、そして淡色シアンインクジェットインクは、アルミニウム
フタロシアニン発色団と約６０ｎｍ以上の粒径とを有する顔料を含むことができる。一実
施形態では、約４０ｎｍの粒径を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３を濃色イン
クジェットインクに用い、そして約６０ｎｍの粒径を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　
１５：３を淡色インクジェットインクに使用することができる。
【００３０】
　ブラックインクジェットインクに関しては、着色剤は、カーボンブラックの形態で約２
％～約５％の濃度にて存在することができる。そのような高濃度では、当該インクで印刷
された画像のブラック領域は、極度に高い耐光性を示す。耐光性不良が起こる場合、それ
は、典型的に、ブラック領域が、Ｋ、Ｃ、Ｍ、及びＹのインクジェットインクの混合物で
ある複合ブラックにより印刷されていたためであり、当該不良は、Ｃ、Ｍ、又はＹの着色
剤の不良に起因する。従って、ブラック及びグレーインクジェットインクにおいては、濃
色及び淡色インクジェットインクに使用されたカーボンブラック顔料間の粒径差は、それ
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程重要ではない。しかしながら、カーボンブラック顔料の希釈に伴う色相シフトのために
、グレーインクジェットインクは、典型的に、中位の色相を維持するべく、カラー顔料を
用いてその色相が調節される。詳細には、中位の状態を達成するためにグレーインクにシ
アン、ブルー、バイオレット、及びマゼンタ顔料を付加することができる。これらのカラ
ー顔料をグレーインクジェットインクに用いる場合、これらのカラー顔料の各々について
上述した粒径及びΔＤ５０のサイズ限界を用いることができる。
【００３１】
　同じ発色団を淡色及び濃色インクジェットインクの両方に用いる場合、顔料の粒径、結
晶形態、化学分散剤、又はそれらの組合せは、前述のように、異質とものとすることがで
きる。この場合、淡色及び濃色インクジェットインク中の顔料は、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　１２８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ　２１３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９（γ－修飾）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｄ　１２２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３
、又はＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：４とし得る。これらの顔料の粒径が約５０ｎｍ
以下のように小さい場合、これらの顔料のほとんどの耐光性は、粒径が約５０ｎｍより大
きい場合の耐光性値に比較して、ブルーウールスケールにおいて約１単位低くなる。Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９の耐光性の場合には、γ－修飾のものは粒径の影響を受
けるが、β－修飾のものは粒径の影響を比較的受けない。
【００３２】
　濃色及び淡色インクジェットインク中の顔料はまた、所望の色彩及び耐光性特性を達成
するために異質の発色団を利用することもできる。濃色インクジェットインク及び淡色イ
ンクジェットインクの発色団は、アントラキノン、フタロシアニンブルー、フタロシアニ
ングリーン、ジスアゾ、モノアゾ、ピラントロン、ペリレン、ペリノン、カルバゾール、
ジアリーリド、ヘテロ環イエロー、ベンズイミダゾロン、ビスアセトアセタリド、ジオキ
サジン、ジピロロピロール、ジケトピロロピロール、ナフトール、キナクリドン、キノフ
タロン、イソインドリノン、インダントロン、（チオ）インジゴイド、金属錯体、ニトロ
顔料、及びニトロソ発色団から個々独立して選択することができる。
【００３３】
　濃色及び淡色インクジェットインク中の異質の発色団は、上に挙げた発色団リストから
の異なる種類から発色団を選択することによって実現し得る。例えば、濃色インクジェッ
トインクは、モノアゾタイプのイエロー発色団を含み、そして淡色インクジェットインク
は、ベンズイミダゾロンタイプのイエロー発色団を含むことができる。あるいは、異質の
発色団は、上に挙げた発色団リストの１つの種類からの発色団であって、発色団上の置換
基が異なるものを利用して得ることもできる。加えて、異なる塩形態の発色団を用いるこ
ともできる。例えば、キナクリドン発色団を濃色及び淡色インクジェットインクの両方に
用いる場合、濃色及び淡色インクジェットインクの各々におけるキナクリドン発色団は、
異なる置換基を有することができる。あるいは、銅フタロシアニン発色団を濃色インクジ
ェットインクに用い、一方、アルミニウムフタロシアニン発色団を淡色インクジェットイ
ンクに用いることができる。
【００３４】
　濃色及び淡色インクジェットインクに使用される顔料を選択するのにブルーウールスケ
ールを用いることができる。ブルーウールスケールは、顔料のような、着色剤の耐光性を
評価するための、当分野で既知の在来の基準である。ブルーウールスケールは、１（変色
）～８（極めて耐光性）の範囲の８つのブルーウール耐光性値を有する。ブルーウールス
ケール上の隣接値の間の耐光性には、ほぼ２倍の差がある。換言すれば、ブルーウールス
ケール上で８という耐光性値を有する顔料は、７という耐光性値を有する顔料より約２倍
耐光性である。淡色インクジェットインク中の顔料は、ブルーウールスケール上で濃色イ
ンクジェットインク中の顔料のそれより少なくとも１単位大きい耐光性値を有することが
できる。しかしながら、淡色インクジェットインクと濃色インクジェットインクに使用さ
れる顔料間の耐光性値の差は、ブルーウールスケール上で２単位以下とし得る。換言すれ
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ば、淡色及び濃色インクジェットインクに使用される顔料は、ブルーウールスケール上で
それらの耐光性値が１単位～２単位異なるようにし得る。
【００３５】
　濃色インクジェットインク中の顔料の耐光性は、ブルーウールスケール上で６～７の範
囲とし得る。この範囲内の顔料の例としは、限定はしないが、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ　３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１６、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７３
、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　８１、Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　８３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９３、Ｐｉｇｍｅｎｔ
　Ｙｅｌｌｏｗ　９７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　１８０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１９４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　
１１２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７５、Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｒｅｄ　１８８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０９、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　
２５３、及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５６が挙げられる。濃色インクジェットインク
中の顔料分散物は、有機溶媒及び他の化学薬品に対し耐性のものとし得、それは、インク
ジェットインク中で安定に分散する顔料の能力によって表される。上述の顔料は、有機溶
媒及び他の化学薬品に耐性である。これらの顔料はまた、約１５０ｎｍ以下の粒径を有し
、且つ狭い粒径分布を有し、それによって、さらに、濃色インクジェットインクで印刷さ
れた画像の高い彩度並びに高い色強度に寄与する。これらの顔料は、高色彩の色合いと化
学的耐性を呈するため、それらは濃色インクジェットインクに用いることができる。
【００３６】
　淡色インクジェットインクに使用される顔料は、光褪色及びがス褪色に対して十分な耐
性を示すことができる。典型的に、褪色耐性である顔料は、色彩がそれ程高くない。淡色
インクジェットインク中の顔料の耐光性は、ブルーウールスケール上で７～８の値とし得
る。この範囲内の顔料の例としては、限定するものではないが、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌ
ｌｏｗ　１２０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏ
ｗ　１５０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５１、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　
１５４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１７
３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１６８、Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ
　２０６、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２１４、Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２４２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５７、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ
　１２２、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９（β－修飾）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏ
ｌｅｔ　２３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５
：４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　６０、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　７、及びＰｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３６が挙げられる。イエロー顔料の各々は、異なる発色団を有し
且つ約１５０ｎｍ未満の粒径を有する。
【００３７】
　幾つかの顔料は、顔料の結晶形態又は粒径に依存して、濃色又は淡色インクジェットイ
ンクのいずれかに使用することができる。例えば、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２
８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１３、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９（γ－修飾）、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２、
Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５４、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３、又はＰｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：４の適切な形態のものを濃色及び淡色インクジェットインクに
用いることができる。Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕ
ｅ　１５：４は、熱力学的に最も安定な結晶形態であるβ修飾の銅フタロシアニンブルー
である。Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：４は、凝集に対する安定性を改善するべく表
面処理されている。これらの顔料の粒径が約５０ｎｍ以下のように小さい場合、これらの
顔料のほとんどの耐光性は、ブルーウールスケール上で約１単位ほど低くなる。Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１９の耐光性の場合には、γ－修飾のものは粒径の影響を受ける
が、β－修飾のものは相対的に粒径に無感応である。これらの顔料の適切な形態を用いる
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場合は、それらを、濃色インクジェットインク又は淡色インクジェットインクにおける使
用に関して先に規定し且つ説明した顔料と共に使用することができる。換言すれば、耐光
性が比較的低く且つ６～７の範囲のブルーウールスケール値を有するこれらの顔料の小粒
径のものを、７～８の範囲のブルーウールスケール値を有する比較的高い耐光性の顔料と
組み合わせて濃色インクジェットインクに用いることができる。同様に、７～８の範囲の
ブルーウールスケール値を有するこれらの顔料の比較的大粒径且つ高耐光性の形態のもの
を、６～７の範囲のブルーウールスケール値を有する高色彩且つ耐光性の比較的低い顔料
と組み合わせて淡色インクジェットインクに用いることができる。
【００３８】
　単に例を挙げると、約８０ｎｍの粒径とブルーウールスケール上で６～７の範囲の耐光
性値を有するモノアゾタイプのＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４を濃色インクジェッ
トインクに用い，一方、約８０ｎｍの粒径とブルーウールスケール上で８という耐光性値
を有するベンズイミダゾロンタイプのＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１３を淡色イン
クジェットインクに用いることができる。他の例では、約１００ｎｍの粒径とブルーウー
ルスケール上で７という耐光性値を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　９３を濃色イ
ンクジェットインクに用い、そして約８０ｎｍの粒径とブルーウールスケール上で８とい
う耐光性値を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８を淡色インクジェットインク
に用いることができる。他の例では、約１００ｎｍの粒径とブルーウールスケール上で８
という耐光性値を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０２を淡色インクジェットインクに
用い、そして約６０ｎｍの粒径とブルーウールスケール上で７という耐光性値を有するＰ
ｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２０９を濃色インクジェットインクに用いることができる。
【００３９】
　濃色及び淡色インクジェットインクを生成するために、当分野で周知のように、顔料を
水性媒体又はインクビヒクル中に分散させることができる。顔料は、界面活性剤又は化学
分散剤を使って安定に分散させることができる。顔料はまた、高分子基又は有機基を顔料
表面に共有結合させることによって分散させることができる。これらの顔料は、当分野で
は「自己分散性顔料」又は「ポリマー結合型顔料」と呼ばれる。当該顔料は、濃色インク
ジェットインク全重量の約１．０ｗｔ％～約１０ｗｔ％の量又は濃度で、濃色インクジェ
ットインク中に存在し得る。例えば、当該顔料は、濃色インクジェットインク全重量の約
２．０ｗｔ％～約５ｗｔ％にて存在することができる。
【００４０】
　また、濃色インクジェットインクを希釈することによって淡色インクジェットインクを
生成することができる。あるいはまた、インクビヒクル中に比較的少量の顔料を分散させ
ることによって淡色インクジェットインクを生成することもできる。顔料は、淡色インク
ジェットインク全重量の約０．０５ｗｔ％～約５ｗｔ％の範囲の量又は濃度で淡色インク
ジェットインク中に存在し得る。
【００４１】
　濃色及び淡色インクジェットインクは、当分野で知られているように、水と水溶性又は
水分散性の有機溶媒を含有し得る。濃色及び淡色インクジェットインクに使用される有機
溶媒は、当業者であれば容易に選択することができ、従って、ここでは詳述しない。イン
クジェットインクは、約５ｗｔ％～約６０ｗｔ％の有機溶媒を含むことができる。インク
ジェットインクの所望の特性に応じて、濃色及び淡色インクジェットインクは、限定する
ものではないが、ｐＨ調節剤、界面活性剤、分散剤、浸透剤、紫外線吸収剤、保存剤、酸
化防止剤、腐食阻止剤、及び粘度修正剤をはじめとする、任意の成分を含むことができる
。これらの成分は、当業者に周知であり、従って、ここでは詳述しない。任意の成分を濃
色及び淡色インクジェットインクに含有させる場合、それらをインクビヒクルに付加し且
つ混合してインクジェットインクを生成することができる。
【００４２】
　特定の色をもつ濃色インクジェットインク及び淡色インクジェットインクを印刷媒体上
に付着させて所望の色の色調を作り出すことができる。所望の色を得るために、濃色及び
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淡色インクジェットインクを、印刷ドライバーによって決定される相対比率で印刷媒体に
適用することができる。所望の色を得るための技術は、当分野で周知であり、従って、こ
こでは詳述しない。濃色及び淡色インクジェットインクは、高色彩であり且つ耐光性であ
る所望の色の色調を作り出すことができる。従って、印刷された画像は、低い粒状性並び
に低減された示差的光褪色性を有し、写真品質の印刷画像を作り出すことができる。
【００４３】
　印刷画像において耐光性のイエローの色調を生成できるように、濃色イエローインクジ
ェットインクと淡色イエローインクジェットインクを印刷媒体上に適用することができる
。一実施形態では、淡色イエローインクジェットインクは、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏ
ｗ　１２８、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５５、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　
２１３、又はそれらの混合物を含み、そして濃色イエローインクジェットインクは、Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４を含む。これらのイエロー顔料の各々は、それらの発色
団が異なるものである。濃色インクジェットインクは、約４．０％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙ
ｅｌｌｏｗ　７４を含み、一方、淡色インクジェットインクは、約２．０％のＰｉｇｍｅ
ｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１２８及びＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　２１３を含む。印刷さ
れた画像が、在来の屋内照明条件のような、可視光に曝される場合、濃色イエローインク
ジェットインクで印刷された領域では約２０年で感知し得る褪色が起こり得るが、一方、
淡色イエローインクジェットインクで印刷された領域は約５０年で感知し得る褪色を呈し
得る。従って、印刷画像は、２０年後に褪色し得る。
【００４４】
　比較のために例を挙げると、濃色及び淡色インクジェットインクの両方においてＰｉｇ
ｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４を顔料として用いる場合、濃色イエロー領域では約２０年
で感知し得る褪色が起こり得るが、一方、淡色イエロー領域は、より早く、例えば約１０
年で褪色するであろう。従って、この場合、褪色は、１０年後に起こり得る。この場合、
濃色インクジェットインクは、約４．０％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７４を含み
、一方、淡色インクジェットインクは、約１．６％のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　７
４を含むことができる。そのより高い色度のために、このように比較的顔料濃度の低い（
１．６％）淡色インクジェットインクを用いることで、前段落に記載の本発明の顔料濃度
２．０％の場合の色度を補償する。この淡色インクジェットインクに用いられている顔料
を、本発明の淡色インクジェットインクに用いられるような比較的低い色度と高い耐光性
を有する顔料と置換することにより、印刷画像の有効寿命を１０年から少なくとも２０年
（濃色インクジェットインクの耐光性に相当）へと延ばすことができる。それ故、印刷画
像の耐光性は、もはや、淡色インクジェットインクによって制限されず、その代わりに、
濃色インクジェットインクの褪色特性によって決定され得る。
【００４５】
　印刷画像において耐光性のマゼンタ色調を作り出すべく、濃色マゼンタインクジェット
インクと淡色マゼンタインクジェットインクを印刷媒体に適用することができる。インク
ジェットインクの各々に使用される顔料の発色団は、キナクリドン発色団とし得る。それ
故、濃色及び淡色インクジェットインクの異質の色彩特性及び耐光性特性は、マゼンタ顔
料の結晶形態、化学分散剤、又は粒径の少なくとも１つによってもたらすことができる。
濃色マゼンタインクジェットインク中のキナクリドン顔料は、約２５ｎｍの粒径のような
、小粒径のものとし得、一方、淡色マゼンタインクジェットインク中のキナクリドン顔料
は、約５０ｎｍより大きい粒径のような、大粒径のものとし得る。一実施形態では、濃色
マゼンタインクジェットインクは、２５ｎｍの粒径を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１
２２を含み、そして淡色マゼンタインクジェットインクは、約５０ｎｍより大きい粒径を
有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２を含む。別の実施形態では、濃色マゼンタインク
ジェットインク中のキナクリドン顔料は、β修飾型のＰｉｇｍｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１
９を含み、そして淡色マゼンタインクジェットインクは、Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２
２を含む。
【００４６】
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　印刷画像において耐光性のシアン色調を作り出すべく、濃色シアンインクジェットイン
クと淡色シアンインクジェットインクを印刷媒体に適用することができる。インクジェッ
トインクの各々に使用される顔料の発色団は、フタロシアニン発色団とし得る。それ故、
異質の色彩及び耐光性特性は、シアン顔料の結晶形態、粒径、又は化学分散の手段の少な
くとも１つによってもたらすことができる。一実施形態において、４０ｎｍの粒径を有す
る銅フタロシアニン顔料を濃色シアンインクジェットインクに使用し、そして約６０ｎｍ
より大きい粒径を有する銅フタロシアニン顔料を淡色シアンインクジェットインクに用い
る。別の実施形態では、約６０ｎｍの粒径を有するアルミニウムフタロシアニン顔料を濃
色シアンインクジェットインクに使用し、そして約８０ｎｍより大きい粒径を有する銅フ
タロシアニン顔料を淡色シアンインクジェットインクに用いる。別の実施形態では、約３
０ｎｍの粒径を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：３を濃色シアンインクジェット
インクに使用し、約５０ｎｍの粒径を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　６０を淡色シア
ンインクジェットインクに用いる。
【００４７】
　印刷画像において耐光性のレッド色調を作り出すべく、濃色レッドインクジェットイン
クと淡色レッドインクジェットインクを印刷媒体に適用することができる。インクジェッ
トインクの各々に使用される顔料の発色団は、ジケトピロロピロール発色団とし得る。そ
れ故、濃色及び淡色インクジェットインクの異質の色彩及び耐光性特性は、レッド顔料の
結晶形態、粒径、又は化学分散剤の少なくとも１つによってもたらすことができる。濃色
レッドインクジェットインク中のジケトピロロピロール顔料は、約５０ｎｍの粒径のよう
な、小粒径のものとし得、一方、淡色レッドインクジェットインク中のジケトピロロピロ
ール顔料は、約１００ｎｍの粒径のような、大粒径のものとし得る。一実施形態において
、濃色レッドインクジェットインクは、約５０ｎｍの粒径を有するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ　２５４を含み、そして淡色レッドインクジェットインクは、約１００ｎｍの粒径を有
するＰｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　２５４を含む。
【００４８】
　印刷画像において耐光性のブラック色調を作り出すべく、濃色ブラックインクジェット
インクと淡色ブラック（グレー）インクジェットインクを印刷媒体に適用することができ
る。濃色ブラックインクジェットインク中の顔料にはカーボンブラックを使用することが
できる。カーボンブラックには、当分野で既知の任意のカーボンブラックを用いることが
できる。淡色ブラック（グレー）インクジェットインクは、同じ顔料を含むことができ、
濃色ブラックインクジェットインクを水又は有機溶媒で希釈することによって作ることが
できる。しかしながら、濃色ブラックインクジェットインクを希釈することは、やや褐色
を帯びたイエローの方への色相シフトに至る場合がある。色相シフトを補償し且つ中位の
淡色ブラック（グレー）インクジェットインクを生成するために、シアン顔料、ブルー顔
料、バイオレット顔料、マゼンタ顔料又はそれらの混合物を淡色ブラック（グレー）イン
クジェットインクに用いることができる。これらのシアン、ブルー、バイオレット、又は
マゼンタ顔料は、高耐光性特性と低色度特性を有し得、従って、前述のように、大粒径を
有することができる。
【００４９】
　本発明のインクセットは、普通紙又は特殊印刷媒体上に付着時に写真品質の画像又は写
真品質に近い画像をもたらすことができる。普通紙には、Ｇｉｌｂｅｒｔ　Ｂｏｎｄ、Ｇ
ｅｏｒｇｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ　Ｍｕｌｔｉ－Ｓｙｓｔｅｍ（登録商標）、Ａｕｓｓｅｄ
ａｔ－Ｒｅｙ－Ｒｅｙｍａｔ、Ｃｈａｍｐｉｏｎ　ＤａｔａＣｏｐｙ、Ｅｎｓｏ－Ｇｕｔ
ｚｅｉｔ　Ｂｅｒｇａ　Ｌａｓｅｒ、Ｈａｍｍｅｒｍｉｌｌ（登録商標）Ｆｏｒｅ　ＤＰ
、Ｈｏｎｓｈｕ　Ｎｅｗ　Ｙａｍａｙｕｒｉ、Ｈｏｋｕｅｓｔｓｕ　ｋｉｎ－Ｍａｒｉ、
ＫｙｍＣｏｐｙ　Ｌｕｘ、ＭｏＤｏ　ＤａｔａＣｏｐｙ、Ｎｅｅｎａｈ　Ｃｌａｓｓｉｃ
　Ｌａｉｄ、Ｏｊｉ　Ｓｕｎａｃｅ　ＰＰＣ、Ｓｔｏｒａ　Ｐａｐｙｒｕｓ　Ｍｕｌｔｉ
Ｃｏｐｙ、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｍｐ　Ｇｒｅａｔ　Ｗｈｉｔｅ（登録商標）、Ｗｅｙｅｒｈ
ａｕｓｅｒ　Ｆｉｒｓｔ　Ｃｈｏｉｃｅ（登録商標）、又はＷｉｇｇｅｎｓ　Ｔｅａｐｅ
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　Ｃｏｎｑｕｅｒｏｒ（登録商標）のような、インクジェット印刷に供される在来の普通
紙を用いることができる。特殊印刷媒体としては、限定はしないが、ヒューレットパッカ
ード社（Ｈｅｗｌｅｔｔ－Ｐａｃｋａｒｄ　Ｃｏ．）（米国カリフォルニア州パロアルト
）から入手できるＨＰ　Ｐｒｅｍｉｕｍ　Ｐｌｕｓ　Ｐｈｏｔｏプリンタ紙、Ｅｐｓｏｎ
写真用紙、Ｐｉｃｔｏｒｉｃｏ高級写真光沢紙、Ａｇｆａ光沢写真インクジェット用紙、
Ｋｏｎｉｃａ写真インクジェット用紙、Ｃａｎｏｎ光沢写真用紙、Ｈａｍｍｅｒｍｉｌｌ
（登録商標）Ｊｅｔｐｒｉｎｔ　Ｕｌｔｒａ　Ｇｌｏｓｓ、Ｐｏｌａｒｏｉｄインクジェ
ット用紙、及びＫｏｄａｋインクジェット写真品質写真重量紙のような、光沢のある印刷
媒体を挙げることができる。
【００５０】
　以下の実施例は、本発明の実施形態をより詳細に説明するのに有用である。これらの実
施例は、本発明の範囲の全てを網羅するものではない。
【実施例１】
【００５１】
濃色及び淡色インクジェットインクの調製
　表１～表４記載の顔料の組合せを利用して、濃色及び淡色インクジェットインクを調製
する。
【００５２】
【表１】

【００５３】
【表２】

【００５４】
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【００５５】
【表４】

【００５６】
　表１～表４に記載したインクジェットインクは、当分野で周知のように調合される。
【００５７】
　実施例１記載の濃色及び淡色インクジェットインクは、ＨＰ　Ｐｒｅｍｉｕｍ　Ｐｌｕ
ｓ　Ｐｈｏｔｏ用紙に印刷する。得られた印刷画像は、示差的光褪色及び粒状性の低減を
示し、且つ、写真品質に近い印刷品質を有する印刷画像を実現するであろう。
【００５８】
　特定の実施形態に関して例示し且つ説明してきたが、本発明は、種々の修正及び代替の
形態を実施し得る。開示した特定の形態に本発明を限定する意のないことは理解されたい
。本発明は、添付の特許請求の範囲によって規定される本発明の趣旨及び範囲に帰属する
修正、等価物、及び代替物を全て網羅するものとする。
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